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秋篠宮皇嗣殿下のお言葉
2022年5月12日

　第10回「日本医師会　赤ひげ大賞」
の表彰式が開催され、皆様と共に出席
できましたことを大変うれしく思いま
す。そして、本日表彰を受けられる方々
に、心からお祝いを申し上げます。
　この赤ひげ大賞は、地域の人々に寄
り添いながら、病気の治療を行うのみ
ならず、健康の保持や増進など、日々
の暮らしを守る活動を行う「かかりつ
け医」に光を当て、地域医療の発展を
願って設立されたと伺っております。
　近年、高齢化が急速に進む中、各地
の医療現場では、離島などの地理的条
件が厳しい土地に医師の存在がなかっ
たり、都市部ではあるものの病院が撤退したり、また、診療科が偏っていたりするケースが
見られます。更に、COVID-19の影響により、持病をもちながらも通院や検診を躊

ちゅうちょ

躇する人々
も出てきております。
　日本では、2020年初頭から始まったCOVID-19の感染拡大により、対面での人と人との交流
に大きな制約を受けるなど、日々の生活にさまざまな制限を余儀なくされるようになりまし
た。このような中にあって、全国各地の医療現場での感染症対策を始め、それぞれの地域に
おいて人々の健康を守るために力を尽くされている方々に、深く敬意を表します。
　このたびの受賞者は、さまざまな課題に使命感をもって応え、おのおのの地域にとって無
くてはならない存在として活躍されている方々と承知しております。皆様が、今回の受賞を
一つの里程標として、今後も健康に留意されつつ、医療活動に尽力されることを願っており
ます。
　終わりに、「日本医師会　赤ひげ大賞」が、地域住民の診療や健康管理に日々携わっている
医師の大きな励みとなり、地域医療の更なる発展につながることを祈念し、私のあいさつと
いたします。

本
賞
は
、
現
代
の
〝
赤
ひ

げ
〟
と
も
言
う
べ
き
、
地
域

の
医
療
現
場
で
長
年
に
わ
た

り
、
健
康
を
中
心
に
住
民
の

生
活
を
支
え
て
い
る
医
師
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
顕
彰
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24

年
に
創
設
し
た
も
の
で
、
今

回
で
10
回
目
の
節
目
を
迎
え

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
対

面
で
の
表
彰
式
の
実
施
は
３

年
ぶ
り
。
今
回
の
表
彰
式
は
、

感
染
状
況
を
鑑
み
て
当
初
予

定
し
て
い
た
３
月
18
日
の
日

程
を
延
期
し
た
も
の
で
、
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
は
行
わ
ず
、
参

加
人
数
を
絞
っ
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

で
限
定
配
信
す
る
な
ど
、
感

染
対
策
を
講
じ
た
中
で
の
開

催
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
約
１
０
０
名
の

参
列
者
の
歓
迎
の
拍
手
の

中
、
中
川
俊
男
会
長
の
先
導

に
よ
り
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃

両
殿
下
を
お
迎
え
し
て
、
開

式
し
た
。

冒
頭
の
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
、
中
川
会
長
は
、
「
秋
篠

宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
ご
来
賓
の
岸
田

総
理
を
始
め
と
す
る
多
く
の

皆
様
の
ご
出
席
の
下
、
本
表

彰
式
を
遂
行
さ
せ
て
頂
け
る

こ
と
は
大
変
な
名
誉
」
と
謝

意
を
示
し
た
上
で
、
３
年
目

と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
に
触

れ
、
感
染
者
数
が
増
加
し
、

医
療
が
逼ひ

っ
ぱ
く迫
す
る
中
に
お
い

て
も
、
日
本
全
国
の
医
師
は

コ
ロ
ナ
医
療
と
コ
ロ
ナ
以
外

の
通
常
医
療
に
加
え
て
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
も
携
わ
る
な

ど
、
地
域
医
療
を
守
る
た
め

に
奮
闘
し
て
い
る
こ
と
を
強

調
。
受
賞
者
に
つ
い
て
は
、

「
い
ず
れ
も
、
各
地
域
に
お

い
て
献
身
的
に
医
療
活
動
に

従
事
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の
信

頼
も
厚
い
、
ま
さ
に
『
現
代

の
赤
ひ
げ
先
生
』
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
ば
か

り
で
あ
る
」
と
し
て
、
今
後

も
地
域
の
医
師
へ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
と
述
べ
た
。

次
い
で
、
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
か
ら
、「
こ
の
た
び
の
受
賞

者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

使
命
感
を
も
っ
て
応
え
、
お

の
お
の
の
地
域
に
と
っ
て
無

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
と

承
知
し
て
い
る
。
皆
様
が
、
今

回
の
受
賞
を
一
つ
の
里り

て
い
ひ
ょ
う

程
標

と
し
て
、
今
後
も
健
康
に
留

意
さ
れ
つ
つ
、
医
療
活
動
に

尽
力
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
旨
の

お
言
葉
（
全
文
は
別

掲
）
を
賜
っ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
、

岸
田
総
理
が
「
長
年

に
わ
た
り
地
域
住
民

の
健
康
を
支
え
続
け
て
い
る

皆
様
の
崇
高
な
使
命
感
と
行

動
力
は
、
ま
さ
に
現
代
の
赤

ひ
げ
先
生
で
あ
り
、
全
国
34

万
人
の
医
師
の
か
が
み
と
な

る
存
在
で
あ
る
」
と
受
賞
者

の
功
績
を
た
た
え
た
上
で
、

「
国
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

管
理
や
、
患
者
さ
ん
が
直
面

す
る
治
療
と
生
活
の
質
の
確

保
は
、
ま
さ
に
医
療
の
本

質
・
基
盤
で
あ
り
、
地
域
に

い
る
赤
ひ
げ
先
生
だ
か
ら
こ

そ
解
決
で
き
る
課
題
で
あ

る
」
と
指
摘
。
か
か
り
つ
け

医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度

整
備
な
ど
、
医
療
・
介
護
が

切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
体

制
の
構
築
を
、
日
本
医
師
会

と
も
協
力
し
な
が
ら
進
め
る

と
と
も
に
、
世
界
に
冠
た
る

国
民
皆
保
険
を
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
引
き
継
い
で
い
く

と
の
姿
勢
を
示
し
た
。

引
き
続
き
、
選
考
委
員
で

あ
る
城
守
国
斗
常
任
理
事

が
、
選
考
の
経
過
を
報
告
。

昨
年
５
月
21
日
付
で
日
本
医

師
会
よ
り
都
道
府
県
医
師
会

宛
て
に
推
薦
依
頼
文
書
を
発

出
し
、
10
名
の
選
考
委
員
で

「
候
補
者
推
薦
書
」
に
よ
る

事
前
審
査
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
基
に
11
月
５
日
の
選
考

会
で
受
賞
者
を
決
定
、
本
年

１
月
６
日
に
公
表
し
た
と
し

た
他
、
「
受
賞
さ
れ
た
先
生

方
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
地

域
住
民
の
健
康
確
保
に
親
身

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た

方
々
ば
か
り
で
、
選
考
に
は

困
難
を
伴
っ
た
が
、
受
賞
者

に
は
本
賞
に
ふ
さ
わ
し
い

方
々
を
選
考
で
き
た
と
考
え

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

表
彰
で
は
、
５
名
の
赤
ひ

げ
大
賞
受
賞
者
の
活
躍
を
Ｖ

Ｔ
Ｒ
で
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
た

上
で
、
主
催
者
で
あ
る
中
川

会
長
が
表
彰
状
を
、
飯
塚
浩

彦
産
経
新
聞
社
社
長
が
ト
ロ

フ
ィ
ー
並
び
に
副
賞
を
手
渡

し
、
各
受
賞
者
が
謝
辞
を
述

べ
た
。

大
賞
受
賞
者
が
喜
び
を 

語
る岩

手
県
の
植
田
俊
郎
医
師

は
、
平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
大
槌
町
が
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
る
中
、

自
衛
隊
に
救
助
さ
れ
、
身
を

寄
せ
た
避
難
所
に
お
い
て
、

　第10回「日本医師会　赤ひげ大賞」（日本医師会・産経新聞社主催、都道府県医師会協力、
太陽生命保険株式会社特別協賛）の表彰式を5月12日、秋篠宮皇嗣同妃両殿下ご臨席の下、
岸田文雄内閣総理大臣、佐藤英道厚生労働副大臣を来賓に迎えて都内で開催し、5名の赤ひ
げ大賞受賞者と13名の赤ひげ功労賞受賞者の功績をたたえた。

地
域
医
療
に
尽
力
す
る
５
名
の
大
賞
受
賞
者
と

　
　
　
　
　
　
　  

　
13
名
の
功
労
賞
受
賞
者
を
顕
彰

第
10
回
「
日
本
医
師
会
　
赤
ひ
げ
大
賞
」
表
彰
式

（
２
面
に
続
く
）
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精神科医として30年以上にわたり、患者の命
を守るべく全身全霊で闘っている。全国的にも
ギャンブルや覚せい剤の依存症の人が多いと言
われる地域で、専門外来として平成3年にクリ
ニックを開業。依存症患者の裁判書類の作成、
出廷における患者のケアに加え、警察官や刑務
所の職員へ病像の講義や説明を行ってきた。そ
の他、刑を終えて出所した患者のケアのため、
精神科グループホームや寮を設立し、住居や就
職の援助など社会復帰の手助けもしている。

大
お お い し

石 雅
ま さ ゆ き

之 医師

68歳　神奈川県
大石クリニック 院長

昭和27年より約70年にわたり、地域住民の医
療・保健・福祉の向上に努めている。無医地区
であった戸

と ば せ

馳島に、「身近なかかりつけ医が診
察し、必要に応じて大きな病院を紹介すること
で島民達は安心できる」と考え、医院を開業。
真
し ん し

摯な態度で地域住民の健康増進に尽力し、日
曜祭日の当番医としても開業以来従事してい
る。その他、小中学校の学校医として、児童生
徒の健康管理並びに学校保健会の活動に携わる
など、学校保健の推進にも貢献している。

佐
さ と う

藤 立
た ち ゆ き

行 医師

95歳　熊本県
佐藤医院 院長

地域でのホスピスケアを含めた終末期ケアを行
うべく医院を開業。文字どおり24時間365日体
制で、朝は4時に起床、食事や入浴の最中も電
話が掛かってくれば飛び出し、常に患者に寄り
添ってきた。24時間対応での往診体制も構築し
ており、「全ては地域と患者さんのために」を
礎に、多職種連携のためのICTツールなども積
極的に取り入れている。後進の育成にも努めな
がら、現在も骨身を惜しまず地域医療に尽力し
ている。

鋤
す き が ら

柄 稔
みのる

 医師

75歳　埼玉県
シャローム病院 院長

医療資源の乏しい大槌町で、平成2年より30年
以上にわたって地域住民の健康管理に人生を捧
げ、町の小中学校の学校医を務めるなど、児童
生徒の健康管理にも多大な尽力をしてきた。東
日本大震災の際には甚大な被害を受け、4階建
ての診療所・自宅も津波に飲み込まれたが、自
衛隊に救出されて避難先に到着するなり救護所
を開設して医療活動を行い、不眠不休で診療を
続けた。現在でも人々に寄り添いながら、地域
の復興と医療の再生に努力を続けている。

植
う え た

田 俊
と し ろ う

郎 医師

67歳　岩手県
植田医院 院長

地域で唯一の医師として、診療所における医療
の質の向上を目指してきた。「365日24時間地
域住民の健康のため」をモットーに、外来・訪
問・休日夜間診療にも携わり、緩和ケアや終末
期の看取りでは常に駆け付けられる態勢をとっ
ている。また、多職種連携による地域の包括的
な支援・サービス提供体制の構築や、後進の育
成にも尽力。仙北市温泉療養研究会会長として
入浴事故を研究する傍ら、温泉浴マイスター制
度を創設し、地域おこしにも貢献している。

市
い ち か わ

川 晋
し ん い ち

一 医師

70歳　秋田県
仙北市西明寺診療所、

仙北市桧木内診療所 所長

楯
た て

　　秀
ひ で さ だ

貞（北海道） 今
い ま む ら

村　憲
け ん い ち

市（青森県） 丸
ま る や ま

山　　博
ひろし

（千葉県）

鈴
す ず き

木慎
し ん た ろ う

太郎（東京都） 吉
よ し だ

田まゆみ（福井県） 露
つ ゆ き

木　弘
ひ ろ み つ

光（山梨県）

河
か わ い

合　　俊
しゅん

（静岡県） 西
さいじょう

城　英
ひ で お

郎（三重県） 赤
あ か ぎ

木　重
し げ の り

典（京都府）

田
た な か

仲みすず（大阪府） 円
え ん ざ ん

山　忠
た だ の ぶ

信（広島県） 星
ほ し こ

子　　卓
たかし

（福岡県）

木
き は ら

原　晃
こ う い ち

一（鹿児島県）

「赤ひげ大賞」受賞者（5名） 順列は北から・敬称略
受賞者の年齢は2022年5月12日現在

「赤ひげ功労賞」受賞者（13名） 順列は北から・敬称略

血
圧
計
と
わ
ず
か
な
医
薬
品

を
携
え
診
療
を
始
め
た
こ
と

を
回
想
。
「
こ
の
震
災
後
の

私
の
動
き
を
ご
評
価
頂
き
、

今
回
の
受
賞
に
な
っ
た
よ
う

だ
が
、
こ
れ
は
医
院
の
ス
タ

ッ
フ
、
岩
手
を
始
め
と
す
る

全
国
の
医
療
支
援
チ
ー
ム
、

地
域
住
民
の
方
々
、
そ
し
て

妻
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
こ
れ
か
ら
も

大
槌
町
の
一
員
と
し
て
、
住

民
に
寄
り
添
う
医
療
を
続
け

て
い
く
と
し
た
。

秋
田
県
の
市
川
晋
一
医
師

は
、
自
身
が
勤
務
す
る
仙
北

市
西
木
町
に
つ
い
て
、
「
現

在
の
人
口
は
４
０
０
０
人
で

高
齢
化
率
は
47
％
。
面
積
は

山
手
線
内
側
の
約
４
倍
、
そ

の
９
割
が
山
村
で
、
積
雪
は

２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
地
域

で
あ
り
、
医
師
は
私
１
人
」

と
説
明
。
高
校
生
よ
り
志
し

た
農
村
医
療
を
実
践
す
べ

く
、
往
診
や
訪
問
診
療
も
含

め
24
時
間
３

６
５
日
、
診

療
に
当
た
っ

て

い

る

と

し
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
制
度
が

始
ま
る
以
前

か
ら
、
地
域

医
師
会
、
行

政
、
福
祉
関

係
者
に
働
き

掛
け
、
多
職

種
連
携
に
よ

る
包
括
的
な

支
援
と
サ
ー

ビ
ス
提
供
体

制
の
構
築
に

取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

終
末
期
医
療
に
力
を
注
ぐ

埼
玉
県
の
鋤
柄
稔
医
師
は
、

山
本
周
五
郎
の
時
代
小
説

『
赤
ひ
げ
診
療
譚た

ん

』
の
赤
ひ

げ
先
生
と
自
身
の
共
通
点
と

し
て
、
助
け
を
求
め
て
く
る

患
者
を
で
き
る
だ
け
断
ら
ず

に

診

る

こ

と
、
ま
た
自

分
は
罪
深
い

人
間
で
あ
る

と
い
う
認
識

が
あ
る
こ
と

を
挙
げ
た
上

で
、
「
赤

ひ

げ
先
生
が
患

者
さ
ん
の
た

め
に
懸
命
に

働
く
の
は
自

分
の
罪
滅
ぼ

し
の
た
め
だ

が
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
の
端

く
れ
で
あ
る

私
は
、
神
に

よ
る
罪
の
赦ゆ

る

し
に
励
ま
さ
れ

て
の
こ
と
で
あ
る
」
と
強
調
。

受
賞
を
喜
び
つ
つ
も
、
誰
に

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
よ
う

と
地
域
住
民
の
た
め
に
黙
々

と
働
き
続
け
る
と
の
姿
勢
を

示
し
た
。

神
奈
川
県
の
大
石
雅
之
医

師
は
、
依
存
症
治
療
に
携
わ

っ
て
き
た
30
年
を
振
り
返

り
、
「
当
時
、
依
存
症
患
者

は
ほ
と
ん
ど
精
神
病
院
に
入

っ
て
お
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
か
ら
も

非
難
を
浴
び
た
時
代
だ
っ

た
。
開
業
す
る
際
、
精
神
科

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
成
り
立
た

な
い
と
、
誰
一
人
か
ら
も
推

薦
を
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と

回
顧
。
政
治
家
や
厚
労
省
、

日
本
医
師
会
に
よ
る
制
度
的

な
後
押
し
を
受
け
て
、
依
存

症
患
者
の
住
居
や
就
職
の
援

助
な
ど
幅
広
い
展
開
が
可
能

に
な
っ
た
と
し
、
「
大
事
な

と
こ
ろ
は
全
部
や
っ
て
も
ら

っ
て
、
私
は
30
年
楽
し

（
１
面
よ
り
）

←
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く
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
」
と
謙
遜

し
た
。

95
歳
の
最
高
齢
受
賞
者
で

あ
る
熊
本
県
の
佐
藤
立
行
医

師
は
、
昭
和
28
年
よ
り
結
核

の
療
養
所
で
あ
る
国
立
戸と

ば

せ馳

療
養
所
に
勤
務
し
、
手
術
の

た
め
に
麻
酔
科
標
榜
医
の
資

格
も
取
得
し
た
こ
と
な
ど
を

述
懐
。
結
核
が
不
治
の
病
か

ら
治
し
得
る
病
気
に
な
っ
た

こ
と
を
背
景
に
無
医
地
区
と

な
っ
た
戸
馳
島
に
、
昭
和
60

年
、
医
院
を
開
業
し
、
診
療

の
傍
ら
、
学
校
医
や
町
の
教

育
委
員
会
委
員
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
嘱
託
医
な
ど

を
兼
務
し
て
き
た
と
し
、「
体

の
続
く
限
り
、
地
域
医
療
と

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
嘱

託
医
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

そ
の
後
は
、
赤
ひ
げ
功
労

賞
の
表
彰
に
移
り
、
13
名
の

受
賞
者
が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

さ
れ
、
代
表

し
て
千
葉
県

の
丸
山
博
医

師
に
中
川
会

長
が
表
彰
状

を

授

与

し

た
。閉

会
の
あ

い
さ
つ
に
立

っ
た
飯
塚
産

経
新
聞
社
社

長
は
、
受
賞

者
に
敬
意
と

祝
意
を
表
し

た
上
で
、「
新

型
コ
ロ
ナ
の

拡
大
は
、
私

達
の
価
値
観

や
生
活
ス
タ

イ
ル
そ
の
も
の
を
一
変
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。
変
化
が
求
め

ら
れ
る
日
常
の
中
で
、
い
か

に
健
康
に
毎
日
を
充
実
さ
せ

て
生
き
る
か
は
社
会
的
な
課

題
だ
が
、
国
民
一
人
ひ
と
り

の
健
康
を
支
え
る
の
は
、
地

域
に
深
く
根
差
し
た
医
療
で

あ
り
、
医
療
活
動
に
携
わ
る

医
師
、
医
療
関
係
者
の
皆
様

で
あ
る
」
と
し
て
更
な
る
活

躍
に
期
待
を
寄
せ
た
。

閉
式
後
に
は
、
非
公
開
で

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
と

受
賞
者
と
の
記
念
撮
影
が
行

わ
れ
、
両
殿
下
か
ら
は
５
名

の
赤
ひ
げ
大
賞
受
賞
者
一
人

ひ
と
り
に
お
声
掛
け
を
頂
い

た
。な

お
、
当
日
の
模
様
や
大

賞
受
賞
者
の
功
績
を
ま
と
め

た
小
冊
子
『
日
本
医
師
会　

赤
ひ
げ
大
賞　

か
か
り
つ
け

医
た
ち
の
奮
闘
』
は
、
日
医

雑
誌
８
月
号
に
同
梱
予
定
で

あ
る
。

第
１
回
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
推
進
協
議
会
が
５
月
11

日
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
用
い
て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
協
議
会
は
、
２
０

２
１
年
３
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
プ
レ
運
用
が
開

始
さ
れ
た
も
の
の
、
実
際
に

運
用
を
開
始
し
て
い
る
施
設

が
少
な
い
こ
と
を
受
け
、
日

本
医
師
会
、
日
本
歯
科
医
師

会
、
日
本
薬
剤
師
会
、
厚
生

労
働
省
等
の
関
係
者
間
で
情

報
共
有
を
行
う
と
と
も
に
、

課
題
解
決
に
向
け
て
建
設
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
設
置
・
開
催
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

長
島
公
之
常
任
理
事
は
冒

頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
日

医
Ｉ
Ｔ
化
宣
言
２
０
１
６
」

に
お
い
て
、
日
本
医
師
会
は

医
療
機
関
が
安
心
、
安
全
、

安
価
に
活
用
で
き
る
医
療
専

用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

目
指
す
と
し
た
こ
と
に
言

及
。
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
は
、
資
格
確
認

が
で
き
る
こ
と
も
有
用
な
機

能
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
、
全

国
の
医
療
機
関
が
安
全
に
つ

な
が
る
医
療
専
用
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
基
盤
に
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療

情
報
が
関
係
者
の
間
で
共
有

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

有
用
で
あ
る
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
患
者
へ
の
安
心
安

全
で
良
質
な
医
療
の
提
供
に

つ
な
が
る
こ
と
が
最
も

重
要
な
機
能
と
強
調
。

そ
の
観
点
か
ら
、
日
本

医
師
会
と
し
て
も
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

推
進
に
協
力
し
て
い
き

た
い
と
の
意
向
を
示
し

た
。続

い
て
、
水
谷
忠
由

厚
労
省
保
険
局
医
療
介

護
連
携
政
策
課
長
よ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
。そ

の
中
で
は
、
（
１
）

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

導
入
施
設
の
割
合
、

（
２
）
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
件
数
、（
３
）
医
療
機
関
・

薬
局
等
に
よ
る
特
定
健
診
情

報
・
薬
剤
情
報
の
閲
覧
件
数

─
等
の
報
告
が
行
わ
れ
、

５
月
１
日
時
点
の
運
用
開
始

施
設
は
約
18
％
で
あ
る
も
の

の
、
保
険
証
、
一
括
紹
介
に

よ
る
資
格
確
認
件
数
は
積
み

上
が
っ
て
い
る
と
さ
れ
た

他
、
シ
ス
テ
ム
事
業
者
向
け

に
開
催
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
導
入
促
進
会
議
に
つ

い
て
等
の
説
明
も
な
さ
れ
た
。

長
島
常
任
理
事
か
ら
は
、

日
本
医
師
会
の
取
り
組
み
と

し
て
、
（
１
）
日
医
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
る
情
報
発
信
、
（
２
）

シ
ス
テ
ム
導
入
に
関
す
る
相

談
事
例
の
収
集
、
（
３
）
都

道
府
県
医
師
会
か
ら
の
意
見

収
集

─
等
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
を
紹
介
。（
２
）
で
は
、

「
導
入
費
用
が
補
助
金
額
を

上
回
る
」
「
既
存
シ
ス
テ
ム

と
の
互
換
性
が
な
い
」
と
い

っ
た
意
見
が
、
ま
た
、
（
３
）

で
は
、
「
導
入
に
要
す
る
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
導
入
後

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
」
の

他
、
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
不
安
」
「
機
材
の
調
達

遅
延
」
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
普
及
数
が
ま
だ
ま
だ
少

な
い
」
等
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告

し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
の
中

で
は
、
長
島
常
任
理
事
が
厚

労
省
に
対
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
保
険
資
格
の
過
誤
に
起

因
す
る
受
診
を
ど
の
程
度
防

止
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
ど
の

程
度
の
医
療
費
削
減
が
見
込

ま
れ
る
の
か
、
具
体
的
な
数

字
を
例
示
す
る
こ
と
を
求
め

た
。ま

た
、
ベ
ン
ダ
ー
に
よ
る

導
入
価
格
や
操
作
性
の
違

い
、
電
子
カ
ル
テ
や
レ
セ
プ

ト
ア
プ
リ
に
も
詳
し
い
ベ
ン

ダ
ー
の
不
在
と
い
っ
た
問
題

に
つ
い
て
は
、
厚
労
省
に
よ

る
対
応
が
求
め
ら
れ
た
他
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
を
ま
だ
導
入
し
て
い
な

い
医
療
機
関
等
に
対
す
る
働

き
掛
け
が
今
後
重
要
に
な
る

等
の
指
摘
も
な
さ
れ
た
。

第１回オンライン資格確認推進協議会

オンライン資格確認の推進を目指して初会合

日本医師会作成
 『オンライン診療入門─導入の手引き』の活用を！

　日本医師会ではこのほど、電話診療に加え、かかりつけの患者さ
んに情報通信機器を用いたオンライン診療を行うことを検討されて
いる医師の皆さんを対象に、はじめの第一歩としての情報を取りま
とめた『オンライン診療入門─導入の手引き』を作成しました。
　手引きの全文やビデオ通話実施の手順を説明した動画は、日本医
師会のホームページ（日本医師会ホームページのトップページにあ
る「医師のみなさまへ」→「診療支援」→「オンライン診療について」
の順にアクセス）に掲載していますので、ぜひ、ご覧下さい。
　その他、同ページには手引きなどの不明点等について質問できる
フォームも設けていますので、併せてご活用願います。

https://www.med.or.jp/doctor/sien/s_sien/010599.html

問い合わせ先：�日本医師会情報システム課・地域医療課
03-3946-2121（代）

日本医師会
長島常任理事

日本歯科医師会
宇佐美常務理事

日本薬剤師会
渡邊常務理事

→
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「
２
０
２
３
（
令
和
５
）

年
度
政
府
概
算
要
求
に
対
す

る
日
本
医
師
会
要
望
の
説
明

会
」
が
５
月
10
日
、
厚
生
労

働
省
と
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
で
開

催
さ
れ
、
中
川
俊
男
会
長
、

今
村
聡
副
会
長
、
釜

敏
・

松
本
吉
郎
・
長
島
公
之
各
常

任
理
事
が
出
席
。
要
望
（
全

文
は
日
本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
参
照
）の
実
現
に
向
け
、

趣
旨
を
説
明
し
た
。

当
日
は
中
川
会
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
い
て
、
松
本
常
任

理
事
が
、
（
１
）
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
へ
の

予
算
確
保
、
（
２
）
働
き
方

改
革
へ
の
予
算
確
保
、
（
３
）

地
域
医
療
へ
の
予
算
確
保
、

（
４
）
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革

実
現
の
た
め
の
予
算
確
保

─
の
４
項
目
に
つ
い
て
、

項
目
ご
と
に
要
望
の
概
要
を

述
べ
た
後
、
厚
労
省
事
務
局

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
コ
メ
ン
ト
が

な
さ
れ
た
。

（
１
）
に
関
し
て
は
、
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
受
入
体
制
の
拡
充
」

「
発
熱
外
来
診
療
体
制
（
診

療
・
検
査
医
療
機
関
、
受
診
・

相
談
セ
ン
タ
ー
）
の
維
持
・

充
実
（
診
療
・
検
査
医
療
機

関
に
対
す
る
診
療
実
績
に
応

じ
た
補
助
事
業
の
創
設
）
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
感
染
拡
大
防
止
・
医
療

提
供
体
制
確
保
支
援
補
助
金

の
復
活
、
又
は
対
象
経

費
を
問
わ
な
い
定
額
の

支
援
金
の
創
設
」
な
ど

12
項
目
を
挙
げ
、
財
源

を
確
保
し
、
施
策
の
強

化
・
拡
充
に
資
す
る
こ

と
、
及
び
補
助
制
度
の

簡
素
化
や
迅
速
な
交
付

等
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
熊
木

正
人
厚
労
省
医
政
局
総

務
課
長
は
、
「
予
算
確

保
に
つ
い
て
、
医
療
現

場
の
実
態
を
財
政
当
局

に
説
明
し
、
伝
え
る
の

が
我
々
の
使
命
だ
」
と

述
べ
、
新
型
コ
ロ
ナ
に

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
対

応
状
況
等
を
説
明
。
来

年
度
予
算
に
つ
い
て

も
、
今
回
の
要
望
を
受

け
て
検
討
す
る
と
し
た

他
、
「
病
床
確
保
料
」

に
関
す
る
議
論
を
今

後
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
挙
げ
た
。

釜

常
任
理
事

は
、
「
病
床
確
保
料
」

に
つ
い
て
、
病
床
転

換
や
新
型
コ
ロ
ナ
に

関
す
る
予
測
の
難
し

さ
を
強
調
し
、
厚
労

省
か
ら
し
っ
か
り
と

財
政
当
局
に
実
情
を

伝
え
る
こ
と
を
求
め

る
と
と
も
に
、
各
種

時
限
的
な
措
置
の
終

了
時
期
に
つ
い
て
、

現
場
の
状
況
を
踏
ま

え
た
対
応
を
要
請
し

た
。

（
２
）
に
関
し
て

は
、
２
０
２
４
（
令

和
６
）
年
度
か
ら
の

医
師
の
働
き
方
の
新

制
度
施
行
に
向
け
、
「
医
師

の
働
き
方
の
制
度
の
基
盤
整

備
」「
教
育
、
研
究
、
臨
床
、
地

域
医
療
支
援
を
担
う
大
学
病

院
の
働
き
方
改
革
の
支
援
」

「
医
療
従
事
者
の
タ
ス
ク
シ

ェ
ア
・
タ
ス
ク
シ
フ
ト
推
進

の
た
め
の
支
援
」
「
上
手
な

医
療
の
か
か
り
方
の
推
進
」

の
４
項
目
に
つ
い
て
、
新
た

な
予
算
措
置
及
び
現
行
予
算

の
大
幅
な
増
額
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
山
本
英
紀

厚
労
省
医
政
局
医
事
課
長

は
、「
（
新
制
度
の
施
行
ま
で
）

２
年
を
切
っ
た
こ
の
間
の
準

備
が
非
常
に
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
」
と
し
た
上
で
、
今

年
度
日
本
医
師
会
が
指
定
さ

れ
た
「
医
療
機
関
勤
務
環
境

評
価
セ
ン
タ
ー
」
の
事
業
な

ど
は
厚
労
省
と
し
て
も
大
切

に
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
た
。

そ
の
他
、
今
村
副
会
長
は
、

男
女
や
年
齢
等
の
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
を
超
え
た
医
師
の
確

保
が
重
要
と
し
て
、
医
師
の

確
保
に
関
わ
る
事
業
へ
の
補

助
金
の
確
保
・
増
額
を
改
め

て
要
望
し
た
。

（
３
）
で
は
、
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
中
心
と
し
た
医

療
提
供
体
制
や
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
の
た

め
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確

保
基
金
を
始
め
と
し
た
支
援

策
の
強
化
の
必
要
性
な
ど
を

指
摘
し
、
「
地
域
医
療
介
護

総
合
確
保
基
金
の
拡
充
及
び

柔
軟
運
用
」
「
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
以
外
の
補

助
事
業
の
拡
充
」
「
救
急
災

害
医
療
対
策
」
の
３
項
目
に

つ
い
て
、
新
た
な
予
算
措
置

及
び
現
行
予
算
の
大
幅
な
増

額
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
鷲
見
学
厚

労
省
医
政
局
地
域
医
療
計
画

課
長
は
、
「
地
域
医
療
は
、

中
長
期
的
な
医
療
需
要
、
人

口
構
造
の
変
化
も
踏
ま
え
な

が
ら
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
病
床
機

能
の
分
化
・
連
携
を
進
め
る

と
と
も
に
、
在
宅
医
療
の
拡

充
や
医
療
従
事
者
の
確
保
を

図
る
こ
と
が
重
要
な
ど
と
し

て
、
必
要
な
財
源
を
確
保
し

て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

（
４
）
で
は
、
厚
労
省
が

提
唱
す
る
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改

革
実
現
の
た
め
、
「
医
療
機

関
等
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
費
用
支
援
」
「
Ｈ

Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
の
発
行
支
援

と
一
層
の
利
用
環
境
の
整

備
」
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
導
入
支
援
」
な
ど
の

６
項
目
に
つ
い
て
、
新
た
な

予
算
措
置
及
び
現
行
予
算
の

大
幅
な
増
額
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
笠
松
淳
也

厚
労
省
医
政
局
研
究
開
発
振

興
課
長
は
、
厚
労
省
は
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
最
大
限
活

用
し
た
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
集

中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
進
め
て

い
る
と
し
た
上
で
、「
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
改
革
に
必
要
な
予
算

の
確
保
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
強
調
。
Ｈ
Ｐ

Ｋ
Ｉ
の
普
及
啓
発
に
必
要
な

施
策
な
ど
を
し
っ
か
り
と
進

め
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

長
島
常
任
理
事
は
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
、
対
策
が
周
知
さ
れ
て
も

実
施
す
る
た
め
の
財
源
が
な

い
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
他
、
令

和
５
年
１
月
稼
働
予
定
の
電

子
処
方
箋せ

ん

に
つ
い
て
、
普
及

に
は
導
入
費
用
の
全
額
補
助

が
必
要
と
し
た
。

説
明
会
の
最
後
に
は
、
伊

原
和
人
厚
労
省
医
政
局
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
へ
の
対
応
や
ワ
ク
チ

ン
の
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
に
対

す
る
日
本
医
師
会
の
協
力
に

謝
意
を
示
し
た
上
で
、
４
項

目
の
要
望
に
つ
い
て
、
「
厚

労
省
の
問
題
認
識
と
全
く
同

じ
で
あ
り
、
概
算
要
求
に
向

け
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
し
た
。

2023（令和5）年度政府概算要求に対する日本医師会要望の説明会

新型コロナや働き方改革への予算確保など
                                  4項目について要望

2023（令和5）年度概算要求要望
１．新型コロナウイルス感染症等への予算確保
（1）	 	新型コロナウイルス感染症患者の受入体制の拡充
（2）	 	発熱外来診療体制（診療・検査医療機関、受診・相談センター）

の維持・充実（診療・検査医療機関に対する診療実績に応じた
補助事業の創設）

（3）	 	新型コロナウイルス感染症感染拡大防止・医療提供体制確保支
援補助金の復活、又は対象経費を問わない定額の支援金の創設

（4）	 	検査キットや治療薬等、必要な物資の備蓄・供給体制の構築
（5）	 	新型コロナウイルス感染症以外の通常医療を分担する医療機関

（救急医療、周産期・小児科、人工透析、がん等）への支援
（6）	 	新興感染症に対応する人材の確保、医療従事者等に対する支援、

補償
（7）	 	ワクチン・抗ウイルス薬の開発・備蓄の拡充
（8）	 	不測の事態に備えた余裕のあるワクチンの供給体制の整備
（9）	 	安全な予防接種実施の推進
（10）		感染症、予防接種に関する報告等の事務負担軽減
（11）		メディア対策
（12）		日本版CDCの創設

２．働き方改革への予算確保
（1）	 	医師の働き方の制度の基盤整備
（2）	 	教育、研究、臨床、地域医療支援を担う大学病院の働き方改革

の支援
（3）	 	医療従事者のタスクシェア・タスクシフト推進のための支援
（4）	 	上手な医療のかかり方の推進

３．地域医療への予算確保
（1）	 	地域医療介護総合確保基金の拡充及び柔軟運用
（2）	 	地域医療介護総合確保基金以外の補助事業の拡充
（3）	 救急災害医療対策

４．データヘルス改革実現のための予算確保
（1）	 	医療機関等のサイバーセキュリティ対策費用支援
（2）	 	HPKIカードの発行支援と一層の利用環境の整備
（3）	 	オンライン資格確認をはじめとする医療ICTの導入支援
（4）	 	各種情報システムの一元化の推進
（5）	 	医療情報連携の推進及び適切な活用のための環境整備
（6）	 	AI・IoT	研究・開発支援

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 
03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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◎
瑞
宝
中
綬
章

泉　

良
平（
富
山
県
・
元
富
山

市
民
病
院
長
）

河
﨑
建
人（
大
阪
府
・
水
間
病

院
長
）

齋
藤　

博（
宮
城
県
・
元
国
立

病
院
機
構
宮
城
病
院
長
）

高
橋
成
輔（
福
岡
県
・
元
国
立

病
院
機
構
九
州
医
療
セ
ン
タ

ー
院
長
）

飛
世
克
之（
北
海
道
・
元
国
立

病
院
機
構
札
幌
南
病
院
長
）

南
條
輝
志
男（
和
歌
山
県
・
労

働
者
健
康
安
全
機
構
和
歌
山

労
災
病
院
長
）

西
間
三
馨（
福
岡
県
・
元
国
立

病
院
機
構
福
岡
病
院
長
）

原
田
実
根（
福
岡
県
・
元
国
立

病
院
機
構
大
牟
田
病
院
長
）

宮
武
邦
夫（
大
阪
府
・
元
国
立

病
院
機
構
大
阪
南
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
）

金
子
史
男（
福
島
県
立
医
科
大

学
名
誉
教
授
）

守
殿
貞
夫（
神
戸
大
学
名
誉
教

授
）

小
出
良
平（
昭
和
大
学
名
誉
教

授
）

島
本
和
明（
札
幌
医
科
大
学
名

誉
教
授
）

朝
長
万
左
男（
長
崎
大
学
名
誉

教
授
）

脇
口　

宏（
高
知
大
学
名
誉
教

授
）

◎
旭
日
小
綬
章

太
田
照
男（
元
栃
木
県
医
師
会

長
）

河
村
康
明（
山
口
県
医
師
会
長
）

齋
藤
義
郎（
徳
島
県
医
師
会
長
）

熊
坂
義
裕（
岩
手
県
・
元
宮
古

市
長
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

伊
勢
秀
雄（
宮
城
県
・
元
石
巻

市
立
病
院
長
）

内
山
哲
史（
山
口
県
・
元
岩
国

市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病

院
長
）

岡
村
州
博（
宮
城
県
・
元
国
家

公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
東

北
公
済
病
院
長
）

土
屋
幸
治（
元
山
梨
県
立
中
央

病
院
長
）

宮
本
憲
司
朗（
熊
本
県
・
元
八

代
更
生
病
院
長
）

◎
旭
日
双
光
章

秋
山
隆
司（
栃
木
県
・
元
佐
野

市
医
師
会
副
会
長
）

安
部
信
三（
神
奈
川
県
・
元
秦

野
伊
勢
原
医
師
会
長
）

今
川
俊
一
郎（
元
愛
媛
県
医
師

会
常
任
理
事
）

上
津
原
甲
一（
元
鹿
児
島
県
医

　

政
府
は
、
こ
の
た
び
、
令
和
４
年
春
の
褒
章

受
章
者
並
び
に
生
存
者
叙
勲
・
賜
杯
受
章
者
を

発
表
し
た
。

　

日
本
医
師
会
会
員
受
章
者
は
次
の
と
お
り
。

�

（
敬
称
略
）

春
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

令
和
４
年

渡

　常
任
理
事
が
藍
綬
褒
章
受
章

師
会
常
任
理
事
）

上
原
春
男（
元
京
都
府
医
師
会

副
会
長
）

大
井
田
二
郎（
元
高
知
県
医
師

会
副
会
長
）

近
江
徹
廣（
宮
城
県
・
元
大
崎

市
医
師
会
長
）

木
村
佑
介（
元
東
京
都
医
師
会

理
事
）

久
保
園
善
堂（
青
森
県
・
元
青

森
市
医
師
会
理
事
）

小
池　

洌（
元
長
野
県
医
師
会

常
務
理
事
）

須
谷
生
男（
島
根
県
医
師
会
理

事
）

関　

元
行（
福
島
県
・
白
河
医

師
会
長
）

橋

介（
山
形
県
・
元
寒
河

江
市
西
村
山
郡
医
師
会
長
）

武
井
茂
樹（
山
梨
県
・
元
東
山

梨
医
師
会
長
）

田
島
郁
文（
群
馬
県
・
元
吾
妻

郡
医
師
会
長
）

田
代
幹
雄（
大
分
県
医
師
会
常

任
理
事
）

谷
本
吉
造（
大
阪
府
・
生
野
区

医
師
会
長
）

豊
田
秀
三（
広
島
県
・
元
呉
市

医
師
会
長
）

難
波
義
夫（
岡
山
県
・
浅
口
医

師
会
理
事
）

西
岡
昭
規（
元
和
歌
山
県
医
師

会
理
事
）

藤
田
良
二（
岩
手
県
・
元
二
戸

医
師
会
理
事
）

前
山
豊
明（
佐
賀
県
・
元
鳥
栖

三
養
基
医
師
会
長
）

山
科
昭
雄（
山
形
県
・
元
新
庄

市
最
上
郡
医
師
会
長
）

湯
澤　

俊（
埼
玉
県
・
元
大
宮

医
師
会
長
）

吉
井
正
雄（
福
井
県
・
元
小
浜

医
師
会
長
）

吉
田
雄
一（
愛
知
県
・
元
小
牧

市
医
師
会
副
会
長
）

和
田
徹
也（
元
宮
崎
県
医
師
会

理
事
）

渡
邊
志
伸（
元
兵
庫
県
医
師
会

常
任
理
事
）

◎
瑞
宝
双
光
章

大
仲
良
一（
沖
縄
県
・
沖
縄
セ

ン
ト
ラ
ル
病
院
長
）

桑
名　

齊（
東
京
都
・
元
信
愛

病
院
長
）

城
下
博
夫（
長
野
県
・
元
埼
玉

県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ

ン
タ
ー
病
院
長
）

白
川
典
參（
大
分
県
・
元
白
川

病
院
長
）

伊
井　

祥（
富
山
県
・
学
校
医
）

井
之
川
廣
江（
広
島
県
・
学
校

医
）

遠
藤
郁
夫（
神
奈
川
県
・
学
校

医
）

緒
方
佳
晃（
福
岡
県
・
学
校
医
）

梶
原
光
令（
神
奈
川
県
・
元
学

校
医
）

加
藤

邦
二（
岐
阜
県
・
学
校
医
）

菊
池
祥
治（
静
岡
県
・
学
校
医
）

岸
本
良
博（
京
都
府
・
元
学
校

医
）

毛
塚
尚
利（
東
京
都
・
学
校
医
）

古
賀　

毅（
熊
本
県
・
元
学
校

医
）

佐
伯
陳
哉（
千
葉
県
・
元
学
校

医
）

佐
々
木
順
三（
長
野
県
・
学
校

医
）

下
山　

洌（
群
馬
県
・
学
校
医
）

菅
原　

憲（
宮
城
県
・
元
学
校

医
）

杉
田
幸
雄（
宮
崎
県
・
学
校
医
）

西
尾　

崇（
島
根
県
・
学
校
医
）

濵
田
巳
則（
鹿
児
島
県
・
元
学

校
医
）

姫
野
洋
一（
富
山
県
・
学
校
医
）

古
田
浩
太
郎（
和
歌
山
県
・
学

校
医
）

松
本
英
則（
福
岡
県
・
学
校
医
）

三
木
登
志
也（
香
川
県
・
学
校

医
）

森
木
稔
夫（
三
重
県
・
学
校
医
）

矢
藤
仁
久（
愛
知
県
・
学
校
医
）

由
利
弘
一
郎（
兵
庫
県
・
学
校

医
）

渡
邉　

彰（
三
重
県
・
学
校
医
）

勘
田
紘
一（
京
都
府
警
察
嘱
託

医
）

坂
田　

仁（
北
海
道
警
察
嘱
託

医
）

正
田
弘
一（
群
馬
県
警
察
嘱
託

医
）

◎
瑞
宝
単
光
章

淀
井
芳
子（
京
都
府
・
介
護
老

人
保
健
施
設「
桑
の
実
」
施

設
長
）

◆
藍
綬
褒
章

磯
村
豊
司（
愛
知
県
・
延
德
会

理
事
長
）

宇
佐
美
郁
治（
愛
知
県
・
元
厚

生
労
働
省
中
央
じ
ん
肺
診
査

医
）

西
村
重
敬（
東
京
都
・
厚
生
労

働
省
中
央
労
災
医
員
）

桃
木　

茂（
埼
玉
県
医
師
会
常

任
理
事
）

渡
邊
弘
司（
広
島
県
・
日
本
医

師
会
常
任
理
事
）

―
・

―

◆
お
願
い
◆

受
章
者
名
の
掲
載
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま

す
が
、
万
一
、
お
気
づ
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
広
報

課
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）

医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１

感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー（
業
務
推
進
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
）・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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６
年
間
の
国
会
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
特

に
力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
何
で
す

か
？こ

の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

医
療
現
場
の
声
を
最
も

国
に
届
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
改
選
期
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
使
命

感
と
責
任
感
で
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

６
年
間
で
数
多
く
の
政
策

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
１
０
０
年
に
一
度

の
国
難
と
も
言
わ
れ
る
コ
ロ

ナ
対
策
は
、
今
も
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
生
涯
忘
れ
ら
れ

な
い
仕
事
で
す
。

日
本
に
も
コ
ロ
ナ
禍
が
押

し
寄
せ
た
際
に
は
、
厚
生
労

働
大
臣
政
務
官
と
し
て
政
府

に
お
り
、
厚
労
省
の
対
策
本

部
長
代
理
と
し
て
、
ク
ル
ー

ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ

ン
セ
ス
号
」
の
船
内
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
初
期
対
応

に
当
た
り
ま
し
た
。

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン

セ
ス
号
」
で
は
、
乗
員
・
乗

客
を
救
済
す
る
一
方
で
、
国

内
へ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
と

い
う
難
し
い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

し
た
が
、
結
果
と
し
て
同
船

由
来
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
国
内

で
は
発
生
し
て
い
な
い
と
国

立
感
染
症
研
究
所
か
ら
も
報

Ａ Ｑ

告
さ
れ
て
お
り
、
水
際
対
策

と
し
て
は
目
的
を
果
た
し
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
乗
員
・
乗

客
の
協
力
と
、
多
く

の
関
係
者
の
ご
尽
力

の
賜た

ま
も
の物

で
す
。

こ
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
感
染
防

護
は
も
ち
ろ
ん
、
大

規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た

検
査
態
勢
や
検
体
管

理
、
本
省
と
現
場
の

連
絡
調
整
、
患
者
搬

送
等
、
全
て
が
前
例

の
な
い
事
柄
で
あ

り
、
そ
の
後
の
感
染

防
止
対
策
を
考
え
る

上
で
非
常
に
多
く
の

教
訓
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

下
船
後
は
、
情
報
管
理
の

重
要
性
を
痛
感
し
た
こ
と
か

ら
、
Ｇ
─

Ｍ
Ｉ
Ｓ
や
Ｈ
Ｅ
Ｒ
─

Ｓ
Ｙ
Ｓ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
開

発
と
実
装
も
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
で
の
ク
ラ
ス
タ

ー
対
策
に
も
奔
走
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
厚
労
省
対
策
本

部
の
組
織
体
制
を
見
直
し
、

本
部
内
に
「
地
域
支
援
班
」

を
創
設
、
政
策
立
案
を
担
当

す
る
各
班
と
都
道
府
県
と
の

橋
渡
し
を
行
う
「
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
」
機
能
を
拡
充
す

る
な
ど
、
厚
労
省
側
か
ら
地

域
を
支
え
る
機
能
の
強
化
に

も
努
め
ま
し
た
。

そ
れ
と
並
行
し
て
、
医
療

提
供
体
制
を
守
る
た
め
、
診

療
報
酬
上
の
特
例
的
な
対
応

を
行
う
と
と
も
に
、
資
金
繰

り
の
対
策
と
し
て
Ｗ
Ａ
Ｍ

（
福
祉
医
療
機
構
）
の
無
担

保
・
無
利
子
融
資
の
更
な
る

拡
充
、
診
療
報
酬
の
概
算
前

払
い
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

通
常
、
補
正
予
算
は
年
に

１
回
組
ま
れ
る
も
の
で
す

が
、
２
０
２
０
年
度
は
３
度

の
補
正
予
算
を
組
ん
で
、
検

査
体
制
の
充
実
、
ワ
ク
チ

ン
・
治
療
薬
の
開
発
、
重
点

医
療
機
関
等
の
空
床
確
保
、

医
療
従
事
者
等
へ
の
慰
労
金

の
支
給
、
救
急
・
周
産
期
・

小
児
医
療
機
関
の
院
内
感
染

防
止
対
策
、
一
般
の
病
院
、

診
療
所
、
薬
局
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
お
け
る

感
染
防
止
対

策
等
へ
の
支

援
な
ど
、
山

積
す
る
課
題

に
挑
み
ま
し

た
。そ

の
後
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
も
大
き

な
課
題
で
し
た
が
、
結
果
と

し
て
世
界
の
中
で
も
早
い
ペ

ー
ス
で
２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
、
現
在
は
４
回
目
接
種
が

始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
闘
い
は
長
期
戦
で

す
。
今
後
も
感
染
の
波
が
再

び
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
ま
だ
ま
だ
気
を
抜
け
な

い
情
勢
で
す
。
発
熱
外
来
や

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
通
常
医
療

を
守
る
取
り
組
み
な
ど
、
不

断
の
継
続
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
生
か

し
た
医
療
提
供
体
制
構
築
に

向
け
て
、
現
場
の
先
生
方
と

共
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

国
民
皆
保
険
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
使
命
を

                                   

こ
れ
か
ら
も
果
た
し
て
い
き
た
い

自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

今
号
で
は
、
本
年
７
月
で
参
議
院
議
員
と
し
て
の
一
期
目
の
任

期
を
終
え
る
自
見
は
な
こ
議
員
に
こ
の
６
年
間
を
振
り
返
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
課
題
等
に
つ

い
て
話
を
し
て
も
ら
っ
た
。

自
じ

見
み

 はなこ　参議院議員
1976年、福岡県出身。筑波大学第三学群国
際関係学類卒業後、東海大学医学部に入学
し、平成16年に卒業。その後、同大学医学
部附属病院等の勤務を経て、日本医師連盟
の推薦により、平成28年に行われた第24回
参議院議員選挙（全国比例区）に立候補し、
初当選を果たす。令和元年9月には第4次安
倍第2次改造内閣発足時に厚生労働大臣政務
官を務めた。

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
わ

れ
て
い
る
課
題
は
何
で
す
か
？

ま
ず
は
コ
ロ
ナ
禍
で

疲
弊
し
た
医
療
提
供
体

制
を
立
て
直
す
こ
と
が
最
大

の
課
題
で
す
。コ
ロ
ナ
医
療
、

コ
ロ
ナ
以
外
の
通
常
医
療
共

に
、
財
政
支
援
も
含
め
て
、

し
っ
か
り
と
支
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ａ Ｑ

木
財
務
大
臣
、
後
藤
茂
之
厚

労
大
臣
に
申
し
入
れ
ま
し

た
。リ

フ
ィ
ル
処
方
箋せ

ん

、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
初
診
料
の
設

定
や
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
管

理
の
削
除
な
ど
、
対
応
す
べ

き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
医
療
提
供
体
制
を
守
る

た
め
今
後
も
頑
張
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
教
訓
を
生
か
し

た
今
後
の
新
興
感
染
症
対
策

も
、
医
療
政
策
上
の
最
重
要

課
題
の
一
つ
で
す
。

２
０
２
４
年
度
か
ら
の
第

８
次
医
療
計
画
で
は
、
従
来

の
「
５
疾
病
５
事
業
」
に
新

興
感
染
症
を
加
え
て
「
５
疾

病
６
事
業
」
と
な
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
研
究

開
発
、水
際
で
の
感
染
対
策
、

新
興
感
染
症
に
備
え
た
病
床

確
保
等
の
医
療
提
供
体
制
な

ど
を
、
着
実
に
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
、
こ
れ
ま
で

に
取
り
組
ん
で
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
政
策
分
野
で
、
い
よ
い

よ
こ
れ
か
ら
成
果
が
表
れ
始

め
る
時
期
を
迎
え
て
お
り
、

ぜ
ひ
と
も
政
策
の
継
続
性
を

も
っ
て
取
り
組
み
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
の
成
育
基
本

法
の
議
員
立
法
以
来
の
課
題

で
あ
っ
た
、
行
政
組
織
の
あ

り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
設
置
法

案
が
今
国
会
で
成
立
し
、
２

０
２
３
年
度
に
設
置
さ
れ
ま

す
。
子
ど
も
達
の
健
や
か
な

成
長
を
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
は
、
日
本

の
未
来
を
左
右
す
る
重
要
な

課
題
で
す
。
抜
本
的
な

クルーズ船「ダイヤモンドプリンセス号」の船内オペレーションを終え、
下船直前に「戦友」達と記念撮影

菅総理（当時）に「こども庁」創設を提言（2021年4月1日）

こ
の
点
、
２
０
２
２
年
度

診
療
報
酬
改
定
を
巡
っ
て

は
、
２
０
２
１
年
12
月
３
日

に
財
務
省
の
財
政
制
度
等
審

議
会
が
鈴
木
俊
一
財
務
大
臣

に
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
建
議
す

る
な
ど
、
財
政
当
局
と
の
非

常
に
厳
し
い
せ
め
ぎ
合
い
の

末
、
本
体
プ
ラ
ス
０
・
43
％

の
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

医
療
機
関
の
経
営
状
況

は
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金

や
特
例
的
措
置
を
除
け
ば
赤

字
で
あ
り
、
恒
常
的
に
安
定

し
た
医
療
提
供
体
制
を
維
持

す
る
に
は
、
プ
ラ
ス
改
定
が

絶
対
に
必
要
だ
と
い
う
思
い

で
、
12
月
７
日
に
加
藤
勝
信

会
長
の
下
、
私
も
役
員
を
務

め
る
「
国
民
医
療
を
守
る
議

員
の
会
」
を
開
催
し
、
１
９

０
人
を
超
え
る
自
民
党
国
会

議
員
が
出
席
し
て
大
幅
な
プ

ラ
ス
改
定
を
政
府
に
求
め
る

提
言
書
を
取
り
ま
と
め
、
岸

田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
、
鈴

←
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少
子
化
対
策
の
た
め
に

も
、
新
設
さ
れ
る
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」
が
期
待
さ
れ
た
役

割
を
し
っ
か
り
果
た
し
て
い

け
る
よ
う
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。２

０
２
４
年
度
か
ら
の
医

師
の
時
間
外
労
働
規
制
適
用

開
始
を
前
に
、
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
ド
ク
タ
ー
の
法
制
化
や

タ
ス
ク
シ
フ
ト
・
シ
ェ
ア
に

つ
い
て
定
め
た
医
療
法
等
の

改
正
が
昨
年
成
立
し
、
地
域

医
療
を
守
り
つ
つ
過
重
労
働

を
防
ぐ
た
め
、
働
き
方
改
革

施
行
に
向
け
た
問
題
点
洗
い

出
し
の
議
論
も
本
格
化
し
て

参
り
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
は
、
医
療

機
関
の
宿
日
直
許
可
申
請
に

関
し
て
、
都
道
府
県
に
よ
っ

て
申
請
し
や
す
さ
に
ば
ら
つ

き
が
あ
る
が
、
労
働
基
準
監

督
署
に
問
い
合
わ
せ
る
の
は

不
安
や
た
め
ら
い
が
あ
る
と

い
う
声
を
受
け
て
、
「
医
療

機
関
の
宿
日
直
許
可
申
請
に

関
す
る
相
談
窓
口
」
を
厚
労

省
内
に
設
置
し
、
必
要
に
応

じ
て
医
療
勤
務
環
境
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
支
援
を

実
施
す
る
取
り
組
み
も
始
ま

り
ま
し
た
が
、
現
場
の
皆
様

が
利
用
し
や
す
い
相
談
支
援

体
制
の
充
実
も
一
層
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

教
育
と
研
究
に
加
え
、
地

域
医
療
の
中
核
機
能
も
担
っ

て
い
る
大
学
病
院
の
特
性
に

鑑
み
た
制
度
設
計
も
重
要
で

す
。
文
部
科
学
省
が
国
公
私

立
の
81
大
学
病
院
を
対
象
に

２
度
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の

大
学
病
院
が
自
院
で
の
診
療

や
研
究
・
教
育
体
制
、
地
域

へ
の
医
師
派
遣
に
支
障
が
出

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま

す
。他

に
も
、
こ
れ
ま
で
「
救

急
医
療
に
関
す
る
議
員
勉
強

会
」
「
臨
床
工
学
技
士
の
資

質
向
上
を
求
め
る
議
員
連

盟
」
と
し
て
推
進
し
て
き
た

タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
、

「
女
性
医
療
職
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
推
進
議
員
連
盟
」
事
務

局
長
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
、
若
い
世
代
で
は
今
や
４

割
を
占
め
よ
う
と
す
る
女
性

医
師
の
働
き
や
す
い
勤
務
環

境
整
備
な
ど
、
大
幅
な
財
政

措
置
を
含
め
、
徹
底
的
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

多
言
語
対
応
等
の
予
算
が
大

幅
に
獲
得
で
き
、
コ
ロ
ナ
後

を
見
据
え
た
海
外
と
の
往
来

再
開
や
水
際
対
策
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

訪
日
外
国
人
患
者
の
医
療
費

未
払
い
対
策
と
し
て
、
自
賠

責
保
険
の
よ
う
な
仕
組
み
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
医
師
会
の
先
生
方
の

ご
指
導
の
下
、
こ
れ
か
ら
も

国
政
の
場
で
働
か
せ
て
頂
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
会
員
の
皆
さ
ん
へ
一
言
お
願
い
致

し
ま
す
。

中
川
俊
男
会
長
始
め

日
本
医
師
会
の
先
生
方

に
は
平
素
よ
り
温
か
い
ご
指

導
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
７
月
の
参
議

院
議
員
選
挙
で
先
生
方
の
ご

支
援
に
よ
り
初
当
選
を
果
た

し
、
国
政
の
場
に
送
っ
て
頂

い
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
６

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
政
治
家
と
し
て
育
て
て

頂
き
、
参
議
院
議
員
と
し
て

１
期
目
の
任
期
を
全
う
で
き

ま
す
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

医
療
現
場
の
先
生
方
の
お

声
を
国
政
に
届
け
る
役
割
を

担
う
こ
と
は
、
大
き
な
責
任

と
共
に
大
変
な
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。
安
心
の
国

民
皆
保
険
を
次
世
代
に
つ
な

ぐ
使
命
を
こ
れ
か
ら
も
果
た

す
べ
く
、
日
本
医
師
会
・
日

本
医
師
連
盟
の
先
生
方
と
心

を
一
つ
に
、
全
身
全
霊
で
精

進
致
し
ま
す
。

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

Ａ Ｑ

初当選後、国会で初質問（2016年11月28日）
以後、50回を超える国会質問を行う

これからも中川俊男会長始め日本医師会・日本医師連盟の先生方の
ご指導の下、頑張ります

せ
ん
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極

的
勧
奨
再
開
も
実
現
し
、
今

年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
積
極
的
勧
奨
が
差
し
控

え
ら
れ
て
い
た
期
間
に
接
種

機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た

方
々
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
も
実
現
し
た
こ
と
は
本

当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

９
価
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
や
、
男
性
へ
の
接
種
に
も

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

難
聴
対
策
も
、
新
生
児
期
、

小
児
期
の
難
聴
対
策
で
大
き

な
予
算
獲
得
が
実
現
し
、
認

知
症
対
策
と
も
リ
ン
ク
し
た

高
齢
者
の
難
聴
対
策
、
適
正

な
補
聴
器
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡

大
な
ど
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の

取
り
組
み
が
始
ま
り
、
全
国

展
開
に
向
け
て
更
に
後
押
し

が
必
要
で
す
。

外
国
人
医
療
の
問
題
に
つ

い
て
も
、
被
扶
養
者
に
国
内

居
住
要
件
を
盛
り
込
ん
だ
健

康
保
険
法
の
改
正
や
、
医
療

費
未
払
い
歴
の
あ
る
外
国
人

の
再
入
国
審
査
の
厳
格
化
が

実
現
し
て
適
正
化
が
進
ん
だ

他
、
訪
日
外
国
人
患
者
へ
の

自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員

は
５
月
18
日
に
開
か
れ
た
参

議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
今

国
会
に
提
出
さ
れ
た
こ
ど
も

家
庭
庁
設
置
関
連
法
案
に
関

す
る
質
問
を
行
っ
た
。
自
見

参
議
院
議
員
が
本
会
議
で
質

問
す
る
の
は
当
選
以
来
今
回

が
初
め
て
の
こ
と
と
な
る
。

当
日
は
、
野
田
聖
子
内
閣

府
特
命
大
臣
が
こ
ど
も
家
庭

庁
設
置
関
連
法
案
の
趣
旨
と

概
要
を
説
明
し
た
後
、
各
党

と
の
間
で
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。

自
見
参
議
院
議
員
は
、
い

じ
め
や
虐
待
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
問
題
な
ど
子
ど
も
達

を
巡
る
昨
今
の
問
題
は
深
刻

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

え
て
一
元
的
に
子
ど

も
に
関
す
る
政
策
を

推
進
し
て
い
く
機
関

を
つ
く
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
大
き

な
意
義
が
あ
る
」
と

し

た

上

で
、
（
１
）

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置

に
対
す
る
政
府
の
決

意
、
（
２
）
こ
ど
も

家
庭
庁
の
人
事
戦
略

と
地
方
展
開
の
展

望
、
（
３
）
子
ど
も

の
死
因
究
明
の
推

進
、
（
４
）
こ
ど
も

家
庭
庁
に
よ
る
い
じ

め
対
策
、
（
５
）
子

ど
も
の
育
ち
と
学
び

の
連
携
、
（
６
）
児

童
手
当
の
所
得
制
限
、（
７
）

子
ど
も
政
策
と
財
源
的
な
裏

付
け
、
（
８
）
小
学
校
就
学

前
の
子
ど
も
の
学
び
に
係
る

文
部
科
学
省
と
こ
ど
も
家
庭

庁
と
の
連
携

─
な
ど
、
八

つ
の
事
項
に
つ
い
て
、
政
府

の
見
解
を
質
し
た
。

自見はなこ参議院議員
 こども家庭庁設置関連法案に関して
　　　　参議院本会議で初質問に立つ

そ
の
対
応
に
当
た
る
省
庁
は

バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
問

題
視
し
、
「
政
治
は
目
の
前

の
切
実
な
問
題
に
背
を
向
け

て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
。

今
回
の
法
案
に
つ
い
て

は
、
「
わ
が
国
で
初
め
て
子

ど
も
を
社
会
の
真
ん
中
に
据

子
ど
も
に
関
す
る
施
策
を

推
進
し
て
い
く
決
意
を 

改
め
て
表
明
─
岸
田
総
理

岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣

は
、（
１
）
に
つ
い
て
、「
こ

ど
も
家
庭
庁
に
強
い
司
令
塔

機
能
を
も
た
せ
、
全
て
の
子

ど
も
に
対
し
て
必
要
な
支
援

等
が
抜
け
落
ち
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
子
ど
も
や
子
育
て

世
代
の
視
点
に
立
っ
た
政
策

を
総
合
的
か
つ
包
括
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

を
実
現
し
て
い
く
」
と
の
決

意
を
改
め
て
表
明
。

（
２
）
で
は
、
自
見
参
議

院
議
員
が
、
こ
ど
も
家
庭
庁

の
人
事
戦
略
と
し
て
、
①
地

方
自
治
体
か
ら
の
出
向
者
を

戦
略
的
に
迎
え
入
れ
る
②
子

ど
も
の
課
題
に
取
り
組
む
民

間
の
人
材
を
中
核
的
な
立
場

で
積
極
的
に
採
用
し
、
権
限

の
あ
る
役
職
に
登
用
す
る
③

各
省
庁
で
将
来
幹
部
に
な
る

人
材
に
は
若
い
時
代
に
必
ず

こ
ど
も
家
庭
庁
、
あ
る
い
は

地
方
自
治
体
な
ど
子
ど
も
関

連
部
局
で
の
勤
務
を
昇
進
要

件
に
す
る

─
こ
と
な
ど
を

提
案
。
こ
れ
に
対
し
て
、
岸

田
総
理
は
「
自
治
体
と
の
人

事
交
流
の
推
進
や
こ
ど
も
家

庭
庁
に
民
間
の
人
材
を
積
極

的
に
迎
え
入
れ
、
こ
れ
ら
の

人
材
に
積
極
的
に
政
策
立
案

に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

そ
の
経
験
や
視
点
を
生
か
し

て
い
き
た
い
」
と
応
じ
た
。

更
に
、（
３
）
に
関
し
て
は
、

岸
田
総
理
が
Ｃ
Ｄ
Ｒ
（
予
防

の
た
め
の
子
ど
も
の
死
亡
検

証
）
に
つ
い
て
言
及
。
教
育

現
場
も
含
め
、
分
野
横
断
的

な
視
点
に
立
ち
な
が
ら
検
討

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
効
果
的
な
予
防
策
を
導

き
出
す
た
め
、
厚
労
省
に
お

い
て
令
和
２
年
度
か
ら
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と

し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
う
し

た
事
業
の
実
施
状
況
を
踏
ま

え
て
、課
題
の
分
析
を
進
め
、

こ
ど
も
家
庭
庁
が
厚
労
省
や

警
察
庁
な
ど
の
関
係
省
庁
と

緊
密
に
連
携
し
、
そ
の
強
力

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下

で
、
更
に
前
に
進
め
て
い
く

と
の
考
え
を
示
し
た
。

野
田
特
命
大
臣
は
、
（
４
）

に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権

利
・
利
益
の
擁
護
等
の
観
点

か
ら
、
子
ど
も
の
い
じ
め
防

止
等
の
対
策
を
新
た
に
こ
ど

も
家
庭
庁
が
担
う
こ
と
に
な

る
と
説
明
。
「
今
後
も
文
科

省
や
地
方
自
治
体
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

ま
た
、（
５
）
に
関
し
て
は
、

教
育
な
ど
文
科
省
が
担
う
学

び
に
係
る
行
政
と
、
児
童
福

祉
な
ど
育
ち
に
係
る
行
政

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
追

求
す
る
中
で
、
専
門
性
を
高

め
つ
つ
、
必
要
な
場
面
で
調

整
し
、
密
接
に
連
携
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
政
府
全
体
と

し
て
の
政
策
の
充
実
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
と
し
た
。

（
６
）
で
は
、
自
見
参
議

院
議
員
が
自
民
党
有
志
の
勉

強
会
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
を
基
に
、
児
童
手

当
の
所
得
制
限
に
関
す
る
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
。

野
田
特
命
大
臣
は
「
所
得
制

限
を
設
け
る
か
ど
う
か
は
、

個
々
の
制
度
の
目
的
や
支
援

方
法
な
ど
に
応
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
」
と
の
考
え
を
示
し
、
理

解
を
求
め
た
。

そ
の
他
、（
７
）に
関
し
て
、

野
田
特
命
大
臣
は
、
「
こ
ど

も
家
庭
庁
の
下
で
、
子
ど
も

の
視
点
に
立
っ
て
、
必
要
な

子
ど
も
政
策
は
何
か
を
し
っ

か
り
と
議
論
し
、
体
系
的
に

取
り
ま
と
め
た
上
で
、
社
会

全
体
で
の
費
用
負
担
の
あ
り

方
の
検
討
と
合
わ
せ
て
、
子

ど
も
政
策
の
充
実
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

に
な
る
」
と
し
た
上
で
、
引

き
続
き
、
財
源
の
確
保
に
努

め
て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

更
に
、（
８
）
に
関
し
て
は
、

末
松
信
介
文
科
大
臣
が
答
弁

し
、
「
就
学
前
の
全
て
の
子

ど
も
に
質
の
高
い
幼
児
教

育
、
保
育
を
提
供
し
、
子
ど

も
の
育
ち
と
学
び
を
保
障
し

て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要

な
課
題
で
あ
る
」
と
指
摘
。

幼
児
教
育
に
関
し
て
は
、「
文

科
省
の
下
で
こ
ど
も
家
庭
庁

と
密
接
に
連
携
し
つ
つ
、
小

学
校
以
降
の
教
育
と
の
一
貫

性
、
継
続
性
を
確
保
し
、
施

策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

→
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書
籍
紹
介

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

確
定
年
金
制
度
に
つ
い
て

全
国
基
金
移
行
後
に
取
り

扱
い
を
開
始
し
た
「
確
定
年

金
制
度
」
に
つ
い
て
改
め
て

ご
案
内
し
ま
す
。

確
定
年
金
は
、
ご
加
入
中

の
終
身
年
金
と
異
な
り
、
年

金
の
支
給
期
間
が
確
定
し
て

い
る
有
期
の
年
金
で
、
二
口

目
以
降
か
ら
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

現
在
、
年
金
の
支
給
開
始

年
齢
と
終
了
年
齢
に
応
じ
て

複
数
の
タ
イ
プ
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
終
身
年
金
と
比
べ

て
少
額
の
掛
金
額
で
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

確
定
年
金
は
、
全
国
基
金

移
行
後
か
ら
の
取
り
扱
い
で

す
の
で
、
旧
基
金
時
代
に
ご

加
入
の
方
で
、掛
金
上
限（
月

額
６
万
８
０
０
０
円
）
に
余

裕
の
あ
る
方
は
、
確
定
年
金

の
ご
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

お
願
い
し
ま
す
。

確
定
年
金
に
つ
い
て
も
、

終
身
年
金
と
同
様
に
、
掛
金

は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
る
な
ど
、
優
れ
た

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
50
歳
以
上
（
男

女
共
通
）
で
確
定
年
金
Ⅱ
型

（
65
～
75
歳
支
給
）
に
一
口

（
月
額
掛
金
４
４
０
５
円
）

ご
加
入
の
場
合
、
課
税
所
得

２
０
０
０
万
円
の
ケ
ー
ス
で

は
、
新
た
に
年
間
２
万
６
４

３
０
円
が
節
税
（
概
算
）
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。

訃
　
報

■
木
村
勝
直
氏
（
元
日
本
医

師
会
常
任
理
事
）

５
月
３
日
死
去
、
95
歳
。

通
夜
・
告
別
式
は
、
近
親
者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
時
代
の

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

日
本
医
師
会
救
急
災
害　
　

 

医
療
対
策
委
員
会　

編

本
書
は
日
本
医
師
会
監

修
、
会
内
の
救
急
災
害
医
療

対
策
委
員
会
の
編
集
、
同
委

員
会
委
員
長
の
山
口
芳
裕
杏

林
大
学
医
学
部
救
急
医
学
教

授
が
編
集
代
表
を
務
め
て
取

り
ま
と
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
下
に
地
震
や
台

風
、
洪
水
な
ど
の
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
時
、
地
域
住
民
を

守
る
た
め
に
、
ど
う
立
ち
向

か
う
べ
き
か
。
特
に
避
難
所

に
お
い
て
、
災
害
医
療
支
援

や
健
康
管
理
と
感
染
対
策
と

を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ
た

ら
良
い
か
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
出
現
以
来
、
現

場
に
大
き
な
苦
悩
を
も
た
ら

し
て
き
た
。

い
ま
だ
〝
正
解
〟
に
は
到

達
で
き
て
い
な
い
が
、
委
員

会
並
び
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
の
委
員
が
全
国
か
ら
集

め
た
被
災
地
域
の
経
験
や
知

恵
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
本

書
に
は
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｑ
＆
Ａ
で
は
感
染

対
策
を
含
め
た
安
心
・
安
全

な
避
難
所
の
開
設
・
運
用
に

必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
簡
潔
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
他
、
巻
末

Appendix

で
は
知
っ
て
お
く

と
便
利
な
資
料
を
豊
富
に
掲

載
し
て
い
る
。

世
界
有
数
の
地
震
国
で
あ

り
、
豪
雨
・
台
風
災
害
の
激

甚
化
が
進
む
わ
が
国
。
地
域

を
支
え
る
医
師
会
や
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
を
始
め
と
す
る
災
害
医
療

関
係
者
、
避
難
所
に
詰
め
る

行
政
関
係
者
等
に
ぜ
ひ
ご
活

用
願
い
た
い
一
冊
と
な
っ
て

い
る
。

定
価　

１
７
６
０
円
（
税
込
）

発
行　

へ
る
す
出
版

よ
み
が
え
る
天
才
７

北
里
柴
三
郎海

堂　

尊　

著

本
書
は
日
本
医
師
会
の
初

代
会
長
で
あ
り
、
近
代
医
学

の
父
と
も
言
わ
れ
た
北
里
柴

三
郎
の
伝
記
で
あ
る
。

北
里
柴
三
郎
は
自
分
の
こ

と
を
語
ら
な
い
こ
と
に
加

え
、
研
究
者
と
し
て
の
人
生

の
分
か
り
に
く
さ
か
ら
、
著

名
な
医
学
者
で
あ
り
な
が

ら
、
人
生
の
概
略
は
意
外
に

知
ら
れ
て
い
な
い
。

本
書
は
「
生
涯
の
敵
・
伝

染
病
と
、
弟
妹
の
コ
レ
ラ
死

で
遭
遇
す
る
」
「
熊
本
で
医

学
の
師
・
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト

と
出
会
う
」
「
コ
ッ
ホ
四
天

王
と
し
て
の
快
進
撃
」
「
衛

生
行
政
の
礎
、
『
伝
染
病
研

究
所
』
創
設
」
な
ど
、
全
７

章
で
構
成
。
１
８
５
３
年
に

熊
本
県
小
国
町
で
生
ま
れ
て

か
ら
、
１
９
３
１
年
に
亡
く

な
る
ま
で
、
日
本
の
医
学
と

医
療
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
巨

人
の
足
跡
が
丁
寧
に
記
さ
れ

て
い
る
。

医
師
で
も
あ
る
著
者
は

「
彼
の
人
生
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
現
在
の
衛
生
行
政
の

誤ご

謬
び
ゅ
う

を
理
解
す
る
一
助
と
な

り
、
そ
の
足
跡
を
な
ぞ
る
こ

と
で
、
彼
が
目
指
し
た
理
想

の
社
会
の
姿
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
述
べ
て

い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
今
、
２

０
２
４
年
に
は
千
円
札
の
肖

像
に
も
な
り
、
注
目
度
も
上

が
っ
て
い
る
北
里
柴
三
郎
の

人
と
な
り
を
知
る
上
で
も
一

読
に
値
す
る
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

１
０
１
２
円（
税
込
）

発
行　

筑
摩
書
房

の
み
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。

氏
は
昭
和
２
年
生
ま
れ
。

昭
和
28
年
奈
良
県
立
医
科
大

学
卒
業
。
昭
和
30
年
代
木
村

医
院
開
業
。

平
成
元
年
10
月
か
ら
平
成

４
年
３
月
ま
で
日
本
医
師
会

常
任
理
事
を
務
め
た
。

平
成
13
年
に
勲
五
等
双
光

旭
日
章
（
現
：
旭
日
双
光
章
）

を
受
章
し
て
い
る
。

OECD 
Statistics

と
い

う
デ
ー
タ
集
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
は
経
済
協
力

開
発
機
構
が
発
表
し
て
い
る

デ
ー
タ
集
で
経
済
、
公
共
、

保
健
医
療
、
交
通
、
貿
易
な

ど
多
く
の
デ
ー
タ
が
網も

う

ら羅
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
中
にOECD 

Health 
Statistics

と
い

う
分
野
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
は
そ
れ
を
日
本
人
向
け
に

解
説
し
た
日
医
総
研
の
ワ
ー

キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ーNo.464

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。医

療
制
度
は
行
政
上
定
め

ら
れ
た
も
の
の
た
め
、
単
純

に
比
較
が
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
に
は
他

国
の
現
状
を
見
て
み
る
こ
と

も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
日
本
の
対

Ｇ
Ｄ
Ｐ
保
健
医
療
支
出
は

11
・
０
％
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟

38
カ
国
中
５
位
と
な
っ
て
い

ま
す
（
ち
な
み
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

平
均
は
８
・
８
％
）
。
２
０

２
０
年
は
ま
だ
速
報
値
し
か

公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

各
国
と
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
き
く

落
ち
込
み
、
公
衆
衛
生
サ
ー

ビ
ス
や
医
療
材
（
マ
ス
ク
、

手
袋
な
ど
）
が
増
え
た
た
め
、

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
保
健
医
療
支
出
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

次
に
保
健
医
療
支
出
額
で

す
が
、
日
本
の
一
人
当
た
り

保
健
医
療
支
出
は
４
６
９
１

ド
ル
で
あ
り
、15
位
で
し
た
。

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
５
位
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
額
で
は
15

位
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
日

本
人
の
平
均
所
得
が
年
々
低

下
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ

れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

日
本
人
の
所
得
を
上
げ
て
い

く
政
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

保
健
医
療
支
出
の
う
ち
、

医
薬
品
・
非
耐
久
性
医
療
材

支
出
は
日
本
17
・
８
％
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
15
・
１
％
で

す
。
残
り
の
部
分
は
人
件
費

や
減
価
償
却
材
な
ど
の
た

め
、
日
本
の
医
療
費
は
人
件

費
や
建
物
に
財
源
を
あ
ま
り

使
っ
て
い
な
い
こ
と
を
反
映

し
て
い
ま
す
。
国
際
比
較
に

お
い
て
も
、
人
件
費
へ
の
支

出
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

次
に
医
療
職
の
人
数
で
す

が
、
医
師
数
は
人
口
１
０
０

０
人
当
た
り
、
２
・
５
人
と

38
カ
国
中
33
位
で
す
。
医
学

部
卒
業
生
は
10
万
人
当
た
り

７
・
１
人
と
38
カ
国
中
も
っ

と
も
少
な
い
人
数
で
す
（
ち

な
み
に
、
医
学
部
卒
業
生
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
24
・
８
人
、
デ

ン
マ
ー
ク
23
・
０
人
）
。
女

性
医
師
の
占
め
る
割
合
は
日

本
21
・
８
％
と
こ
れ
も
最
下

位
で
す
。
38
カ
国
中
14
カ
国

に
お
い
て
女
性
医
師
が
50
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
一
方
、

日
医
総
研
だ
よ
り

保
健
医
療
分
野
に
お
け
る

                         

諸
外
国
と
の
比
較

思
い
、
今
回
ご
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

本
レ
ポ
ー
ト
は
日
医
総
研

の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（https: 

看
護
師
数
は
１
０
０
０
人
当

た
り
11
・
８
人
と
８
位
（
平

均
８
・
９
人
）
、
薬
剤
師
に

至
っ
て
は
１
・
９
人
で
ダ
ン

ト
ツ
の
１
位
（
平
均
０
・
９

人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

更
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
日

本
の
大
き
な
違
い
と
し
て
、

外
国
の
医
学
部
や
看
護
学
部

を
卒
業
し
た
医
療
職
者
の
多

寡
が
あ
り
ま
す
。
外
国
の
医

学
部
を
出
た
医
師
の
割
合
は

イ
ス
ラ
エ
ル
57
・
８
％
、
イ

ギ
リ
ス
30
・
３
％
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
平
均
は
18
・
５
％
で
、
日

本
は
ほ
ぼ
０
％
で
す
。
看
護

師
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

26
・
６
％
、
ド
イ
ツ
８
・

９
％
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
６
・

２
％
で
す
。
無
論
、
Ｅ
Ｕ
諸

国
は
医
療
職
免
許
制
度
の
統

一
化
を
行
っ
て
お
り
、
制
度

が
大
き
く
違
う
こ
と
が
そ
の

理
由
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

今
後
更
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
の
か
、
新
型
コ
ロ
ナ

や
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
の
影
響
で
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
縮
小
し
て
い
く
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
保
健

医
療
分
野
に
お
け
る
海
外
と

の
交
流
を
今
以
上
に
進
め
て

い
く
必
要
も
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
他
国
と
の
比

較
を
行
う
と
新
た
な
視
点
も

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

//www.jmari.med.or.jp/

result/working/post-

3402/

）
に
記
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
覧
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
日
医
総
研
副
所
長　

原

祐
一
）
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